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カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／ＣＯ２分離・回収技術の研究開発／ 二酸化炭素分離膜システム実用化研究開発
高温・不純物耐久性ＣＯ２分離膜システムの実用化開発
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柔軟で連続した空隙を持ち、中空繊維状に加工が可能

カーボンの高い耐久性と分離機能を有する新素材
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CO2排出量
9.9億トン
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燃焼CO2回収
(CO2/N2分離)

高圧環境での
高効率分離

バイオ由来CO2、小型用途であり実証開始
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吸収塔など

CO2分離膜の概要
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CO2分離実証(下水由来バイオガス) 膜の新たな価値①除湿低減

前処理の除湿負荷を低減できる可能性あり
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膜の新たな価値②H2S耐性
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ガス中不純物として知られるH2Sは透過しやすい

今後の予定

２０２６．１０ 製膜パイロット設備フル稼働
２０２６．１２ 小型膜モジュール処方確立
２０２７．１ 大型膜モジュールプロトタイプ
２０２７．２ CO2分離実証完遂
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従来ラボ機


